
このパンフをみて、「あれ？何かいつもと違う」なんて気がつきましたか� 学術フォーラムは、
皆様からの声により毎年進化しています。今年度は、演題数を１０に抑えて、その分各講演時間を延長
しました。また、とくにご要望が多かったランチョンセミナー（６０分）を採用。ミニデンタルショー
も拡張し充実させました。今回は講演５題、テーブルクリニック４題を行います（各１００分）。３会場
で同時に進行しますので、受講者は最多４題まで受講することができます。若手から百戦錬磨のベテ
ラン先生までご満足いただけるようにプログラムを組みました。
基本からアドバンスまで幅広いディスカッションを行えたらと考えております。校友から歯科界を
リードする人材が生まれることも期待されますのでより多くの皆様のご参加をお願いいたします。
（歯科衛生士・歯科技工士の方も歓迎いたします。）

とき／平成２７年２月１５日（日）ところ／日本歯科大学生命歯学部本館・３F・７F
●演者ならびに演題
最新の理論や技術、整理しておきたい知識などを企画しました。希望の演題を自由にお選び下さ
い。テーブルクリニックはどなたでも聴講可能ですが、実習希望者は各回の定員をご確認のうえお申
込下さい。（申込・入金済の方から先着とさせていただきます）

※TC＝テーブルクリニック
●ミニデンタルショー【９：３０～１７：００】場所：３F １３３・１３４講堂

日本歯科大学校友会

学術フォーラム２０１５開催のお知らせ

氏 名 卒回 所 属 職 階 演 題

１３１
講
堂

講演１ 松野 智宣 ７６ 口腔外科学講座 准教授 骨増生のABC
～骨補填材の選択から臨床応用まで～

講演２ 丸茂 義二 ６９ 日本歯科大学 名誉教授 顎機能を変える SLP（Sub Lingual Plate）

講演３ 大山 晃弘 ― NDU生命科学講座 准教授 あなたの歯があなたを救う再生医療セルバンク

１３５
講
堂

ランチョン 小川信太郎 ９７ 接着歯科学講座 助教 「もっと光を」修復物の効率的研磨大作戦

１３２
講
堂

TC１ 原 節宏 ７５ 附属病院
顎関節症診療センター 准教授

－マイクロストレッチとセルフケアで対応する－
筋膜痛由来の顎関節症と非歯原性歯痛 ハンズオンセ
ミナー

講演４ 加藤 雄一 ９５
小児歯科学講座
附属病院 心療歯科
診療センター

助教 安心して治療を行うために知っておきたいこころの診
かた

講演５ 北村 和夫 ７５ 附属病院
総合診療科 准教授 目からうろこのコア除去法

７
F
臨
床
実
習
室

TC２ 竹井 潤 ― 附属病院 歯科技工室
鉤歯の支台形成から考える壊れにくいパーシャルデン
チャーへの道
－スッキリわかるレストシートの形成－

TC３ 水谷 太尊 ７９ 新潟病院
口腔外科 准教授 歯科手術攻略テクニック

－自己流の見直しとスキルアップ－

TC４ 楊 秀慶 ８１ 附属病院
小児歯科 講師 的確な歯の外傷への対応

～患者さんとの信頼関係の構築～

【開催日：平成２７年２月１５日（日）】

QRコードからもご覧いただけます。

― １ ―
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学術フォーラム２０１５申込方法について

１．受講資格：Ⓐ 校友会（歯学会）会員、本学教職員、会員紹介者（他大学の方など）
Ⓑ 大学院生、研修医、学生、歯科衛生士、歯科技工士

２．申込方法：専用のファックス申込用紙にてお申込後、受講料を下記の口座にお振込下
さい。
振込確認後、受講票をお送りいたします。なお、１週間以内にお振込の確
認が出来ない場合はキャンセルとさせていただきます。

３．受 講 料：事前申込（１／２３までにお振込の方）
Ⓐ １０，０００円（当日１５，０００円） Ⓑ ３，０００円（当日５，０００円）

※振込手数料は各自でご負担下さい。なお、お振込みいただいた受講料は
原則としてお返しいたしません。ただし、代理人の出席を認めます。

４．申込・振込締切：平成２７年１月２３日（金）
５．そ の 他：❶ ランチョンセミナー参加者に限り軽食を用意しております。ランチョ

ンセミナーは事前申し込みとなっております。
（他、昼食会場は１３１講堂を御利用下さい。）

❷ 日本歯科医師会生涯研修事業に認定されております。
研修カード（ICカード）をご持参下さい。

６．振 込 先：みずほ銀行 九段支店 口座番号（普）２２８２９４７
日本歯科大学校友会学術フォーラム

７．申込・問合せ先：〒１０２－８１５９ 東京都千代田区富士見１－９－２０ 日本歯科大学校友会
TEL ０３－３２６１－８９７１／FAX ０３－３２６４－８７４５

講 演 ・ テーブルクリニック（TC）

本館３階 本館７階

講 演 時 間 １３１講堂 １３２講堂 １３５講堂 臨床実習室

９：４５～１１：２５ 講演１ 松野 智宣 TC１ 原 節宏 ― TC２ 竹井 潤

１１：２５～１１：４０ 休 憩

１１：４０～１２：４０ ― ― ランチョンセミナー
小川信太郎 ―

１２：４０～１２：５５ 休 憩

１２：５５～１４：３５ 講演２ 丸茂 義二 講演４ 加藤 雄一 ― TC３ 水谷 太尊

１４：３５～１４：５０ 休 憩

１４：５０～１６：３０ 講演３ 大山 晃弘 講演５ 北村 和夫 ― TC４ 楊 秀慶

９：３０～１７：００ ミニデンタルショー〔場所：３F １３３講堂・１３４講堂〕
※会場案内図は当日配布致します。

●タイムスケジュール【開催日：平成２７年２月１５日（日）】

― ２ ―



超高齢社会の訪れとともに、インプラント治療を
希望される患者さんの高齢化も進んできまし

た。抜歯後、歯槽骨は１年間で上顎では０．１mm、
下顎では０．４mmの割合で吸収が続くため、高齢者
のインプラント治療において、GBRやサイナスフ
ロアエレベーション、あるいはソケットプリザベー
ションなどの骨増生が必要となるケースも増えてき
ます。
これまで骨増生には自家骨移植がゴールドスタン
ダードとされてきましたが、高齢者において骨採取

などの外科的侵襲は出来るだけ少なくしたいもので
す。また、近年では牛骨由来や合成アパタイトなど
の骨補填材が自家骨移植と同等以上の有用性を示す
こともが明らかになっています。
そこで、今回の学術フォーラムではわれわれの研
究成果を基に、文献的な考察も交えて骨補填材の選
択基準を骨のリモデリングから考え、さらに実際の
臨床例もご紹介しながら、骨補填材の“何を、い
つ、どう使う？”についてわかりやすくお伝えしま
す。

顎関節症や歯周疾患などの増悪因子としてのクレ
ンチングは対応が難しいものとされている。こ

れには無意識に安静位空隙が消失する軽度なものか
ら、ストレス等にさらされている状態で激しく咬筋
が緊張する食いしばりまで種々である。
下顎は本来上顎から懸垂しているもので、咬合平
面が水平になっている状態で安静位空隙が出現す
る。従って、パソコン作業のように下向き作業時に
は咬合平面が前傾するので安静位空隙は消失する。
スマホを始めとして下向きの姿勢が多い現代では、

根本的な対策が望まれている。
口腔内装置としてスプリントは対応として限界が
ある。今回開発した SLPは舌下床のことで、顎位
や咬合に干渉しない装置であり、舌位に作用し、頭
位を変え、クレンチングには著効がある。また咬合
接触に関係なく咀嚼機能も著しく改善される。無意
識に用いることができ２４時間の装着で副作用のない
術者にも患者にも安心して使用出来る装置として開
発した。

幹細胞や iPS 細胞を用いる再生医療が現実になっ
てきました。再生医療のための細胞源を考える

時、自分自身の細胞であり、容易に取れる細胞を選
ぶ必要があります。我々はその条件を満たすものと
して歯髄に着目しました。特に乳歯は脱落して、廃
棄されてしまう歯であり、容易に入手可能です。さ
らに乳歯の歯髄は子供の細胞であり、幹細胞も若
く、活発に増殖します。その歯髄を利用して将来の
病気や怪我を自分自身の細胞で治すために、日本歯

科大学と寄附講座NDU生命科学講座を主催するセ
ントラルクリニックとが中心となって、歯髄を保管
するバンクを始めました。歯科医院で抜歯された乳
歯を大学に送付し、我々が歯髄を取り出し、液体窒
素中に保管します。このように保管された歯髄は将
来必要になった時には、培養、増殖、分化させて再
生医療に使用します。
今回は細胞バンクの概要について紹介し、歯髄細
胞の再生医療への応用についても紹介します。

講演２（１３１講堂 １２：５５～１４：３５）

顎機能を変える SLP（Sub Lingual Plate）

日本歯科大学 名誉教授 丸 茂 義 二

講演１（１３１講堂 ９：４５～１１：２５）

骨増生のABC
～骨補填材の選択から臨床応用まで～

生命歯学部 口腔外科学講座 准教授 松 野 智 宣

講演３（１３１講堂 １４：５０～１６：３０）

あなたの歯があなたを救う再生医療セルバンク

生命歯学部 NDU生命科学講座 大 山 晃 弘

― ３ ―



先生方は診療時に「この患者さん、なんか変な感
じがするけど大丈夫かな」と感じた経験はあり

ませんか。歯科的な訴えはあるけれど、精神的に問
題を抱えていそうな患者を漠然と敬遠してはいない
でしょうか。
精神疾患を持つ患者の多くはそれと気付かずに、
身体愁訴を主訴として精神科・心療内科以外の診療
科を受診します。しかしながら、歯科医の多くは精
神疾患を診察する訓練を受けていないため、うまく
応対ができず、不必要な歯科治療を行い、患者も医

療者も困り果ててしまう負の連鎖が生まれてしまい
ます。
本講演では歯科医師が知っておきたい精神疾患の
他に、器質的・精神的にも説明がつかない口腔内の
訴えや、歯科処置をしてはいけない症例についても
説明します。さらに、心理コンディション把握問診
ツールを用いたロールプレイを行います。これらを
通して、多様な背景がある患者に対しても安心して
応対できる診察方法を得て頂ければ幸いです。

歯科医師なら誰しもメタルポストが装着されてい
る歯の根尖にX線透過像を発見して、憂鬱な

気持ちになった経験があるのではないでしょうか。
メタルポストは元来除去されることを想定しておら
ず、容易に外れないことを目標に作製されていま
す。メタルポストを除去する際には、歯質の削除量
は最小にし、歯根破折しないように歯に加わる力も
最小にしたいものです。今回は２本のドライバーを
用いた歯質への侵襲を最小限にしたメタルポスト除
去法（ダブルドライバーテクニック）を紹介しま

す。本法は、コアにスリットを形成し、その間隙に
相対する２方向からドライバーを挿入して、歯質を
支点にしながらドライバーをわずかに回転させてポ
ストを浮き上がらせて除去します。コア除去につい
て動画も交えながら先生方と一緒に考えたいと思い
ます。
その他、リトルジャイアントの使用法、メタルコ
アに代わる除去しやすいファイバーコアについても
お話しする予定です。

２０１４年１月、顎関節症の世界的な診断基準で
あるDC/TMDと米国口腔顔面痛学会

（AAOP）における顎関節症の病態分類が統一さ
れ、その主たる病態として「筋膜痛：Myofascial
Pain」が注目されるようになりました。また「筋膜
痛」は、検査や画像所見などで、なんら器質的な所
見が見あたらない原因不明の歯痛の病態としても注
目を集めています。
私ども顎関節症診療センターでは、筋膜痛由来の
顎関節症と非歯原性歯痛に対して、ホームケアとし

てのストレッチ・セルフマッサージと、オフィスケ
アとして非侵襲的で治療効果の高いアロマテラピー
を応用したマイクロストレッチ療法に特化した診療
を行っています。
当日は、実際に診療に用いている筋圧痛検査・指
導法・治療法について体験していただきながら、最
新の顎関節症および非歯原性歯痛への対応を供覧し
ます。またミニデンタルショーでは関連する器具・
器材の展示も行っています。

テーブルクリニック１（１３２講堂 ９：４５～１１：２５）

－マイクロストレッチとセルフケアで対応する－
筋膜痛由来の顎関節症と非歯原性歯痛 ハンズオンセミナー

附属病院 顎関節症診療センター 原 節 宏

講演４（１３２講堂 １２：５５～１４：３５）

安心して治療を行うために知っておきたいこころの診かた

生命歯学部 小児歯科学講座 加 藤 雄 一附属病院 心療歯科診療センター

講演５（１３２講堂 １４：５０～１６：３０）

目からうろこのコア除去法

附属病院 総合診療科 北 村 和 夫

― ４ ―



パーシャルデンチャーでは、間接維持装置が多用
されている。しかしながら、対合歯とのクリア

ランスが不足している場合、対合歯を削合する以外
選択の余地は無く、無理に製作すると、結果的にク
ラスプの破折を招くことになる。
また、レスト座の形成不足によるクラスプ内面か
らの破折もあり、クラウンを製作する段階からクラ

スプの設計を考えてスペースを確保していく必要が
ある。
レストの形態や大きさがパーシャルデンチャーの
安定と、鉤歯にかかる荷重軸に影響を与えている
そこで今回、破折し難いクラスプ製作のための鉤
歯となるクラウンの設計、形態修正まで、デモと解
説を交え実習を行います。

全ての治療において一定水準が求められる一般歯
科医師にとって、歯科手術の知識と技能は必要

不可欠です。しかし「外科処置は苦手で…」とおっ
しゃる先生も多くいます。インプラント治療の講習
会が盛んに行われている昨今ですが、手術手技の基
本に立ち返る機会が少ないと感じています。みなさ
んはどのように歯科手術を習得していますか。全て
の技能に共通することですが、基本の上に少しの勘
どころと経験とが加われば、良好な結果が得られま
す。講演では、縫合の基本手技から、難抜歯、埋伏

歯抜去、頻度の高い歯科手術を取り上げ、日ごろ若
手医局員に伝授している「ちょっとしたテクニッ
ク」とともに、歯科手術の周術期管理についてもお
話します。
縫合のハンズオンを行いますので、持針器、手術
用ピンセット、針付き縫合糸、ハサミをご持参下さ
い。自分の手技を確認する良い機会となるでしょ
う。この講習会がみなさんの明日からの診療の一助
になれば幸いです。

歯の外傷は初期の対応に予後が大きく影響を受け
ることが示唆されていますが、これまで施した

処置が正しかったと確信できていますか？
本邦では卒前の外傷に関する実習は皆無である事
に加え、臨床実習でも均等に体験する事は困難であ
るため対応に苦慮されてきたのではないでしょう
か。一般的に歯の外傷は小児期に起こることが多
く、咬合・審美性・顎顔面の成長発育に大きく影響
するために長期の予後観察が必要とされます。近年
は保護者の歯科治療全般に対する知識が向上してい

ますので、保護者の納得できる治療方針で的確に対
応できれば、信頼関係が深まり、仮に予後不良と
なっても継続して一般的歯科治療や矯正治療に来院
する傾向があります。
今回は、患者さんとの信頼関係を構築するため
に、種々の歯の外傷に関する効果的な対応法につい
て臨床例を提示し、新規開発した歯の外傷用実習模
型を用いて的確な整復法、簡便な固定法を体験して
いただきます。

テーブルクリニック３（臨床実習室 １２：５５～１４：３５）

歯科手術攻略テクニック
－自己流の見直しとスキルアップ－

新潟病院 口腔外科 水 谷 太 尊

テーブルクリニック２（臨床実習室 ９：４５～１１：２５）

鉤歯の支台形成から考える壊れにくいパーシャルデンチャーへの道
－スッキリわかるレストシートの形成－

附属病院 歯科技工室 竹 井 潤

テーブルクリニック４（臨床実習室 １４：５０～１６：３０）

的確な歯の外傷への対応
～患者さんとの信頼関係の構築～

附属病院 小児歯科 講師 楊 秀 慶

― ５ ―



MEMO

コンポジットレジンやセラミックスを代表とする
審美的材料によるメタルフリー修復は、日常の

臨床において広範囲に行われています。しかし、修
復後の形態修正および研磨は、その良否によって修
復物の着色・変色やプラーク付着など、予後を左右
する因子となることが知られています。
一方、バーやポイントを組み合わせた多彩な研磨
システムが各社から市販されていて、取捨選択に

迷ってしまうこともまた事実かと思います。
従来より、私共はこれら研磨システムの有効性を
検討しております。本フォーラムでは過去の研究成
果を元に、効率的かつ有効な研磨手法、そして「コ
ツ」を紹介させていただき、先生方の日々の診療の
一助になるようなセミナーにしたいと考えておりま
す。

ランチョンセミナー（１３５講堂 １１：４０～１２：４０）

「もっと光を」
修復物の効率的研磨大作戦

生命歯学部 接着歯科学講座 小 川 信太郎

ランチョンセミナー協賛：スリーエムヘルスケア㈱，㈱ジーシー

― ６ ―



sthara@tokyo.ndu.ac.jp 
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該当するものに〇をお付け下さい。

１ 校友会（歯学会）会員（１０，０００円）（当日１５，０００円） ５ 歯科衛生士（３，０００円） �
�
�
（当日５，０００円）２ 大学院生（３，０００円） ６ 歯科技工士（３，０００円）

３ 学 生（３，０００円）

�
�
�
�
�

（当日５，０００円） ７ 会員紹介者（他大学の方）（１０，０００円）（当日１５，０００円）
４ 研修医（３，０００円）

上記④⑤⑥⑦に〇を付けた方で（本会会員外）はご記入下さい。

ご紹介会員氏名

卒業回数（ 回）

※ お申込後、１週間以内にお振込の確認が出来ない場合はキャンセル扱いとさせていただきます。
申込締切（１月２３日）以降は当日受付扱いとなります。当日受付は、受講料が高くなりますの
で、事前のお申込、お振込をお勧めいたします。

学術フォーラム２０１５
ファックス申込用紙

【申込FAX番号】 ０３－３２６４－８７４５

ふりがな

受講者氏名

卒業回数（ 回）
受講者住所（受講票送付先）

〒 －

TEL（日中連絡先） FAX

テーブルクリニック（実習）
テーブルクリニックはどなたでも聴講可能ですが、実習の参加は事前申込が必要です。
各回の定員をご確認のうえお申込下さい。（申込・入金済の方から先着）沢山の方が実習に参加できるよ
う、お一人２題までとさせて頂きます。下記表に第一希望、第二希望をお書き下さい（例：第１希望→①）。
なお、実習参加決定者には、受講できる旨を受講票に記載し、お送りいたします。

本館３F １３２講堂 定員 希望順位 本館７F 臨床実習室 定員 希望順位

９：４５～１１：２５ 原 節宏 講師 ４０ ９：４５～１１：２５ 竹井 潤 講師 ２０

１２：５５～１４：３５ 水谷 太尊 講師 １０

１４：５０～１６：３０ 楊 秀慶 講師 １０

ランチョンセミナー受講 希望する ・ 希望しない
←必ずどちらかに〇を
お願いします。

ミニデンタルショー【９：３０～１７：００】 場所：１３３・１３４講堂
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学術フォーラム２０１５申込方法について

１．受講資格：Ⓐ 校友会（歯学会）会員、本学教職員、会員紹介者（他大学の方など）
Ⓑ 大学院生、研修医、学生、歯科衛生士、歯科技工士

２．申込方法：専用のファックス申込用紙にてお申込後、受講料を下記の口座にお振込下
さい。
振込確認後、受講票をお送りいたします。なお、１週間以内にお振込の確
認が出来ない場合はキャンセルとさせていただきます。

３．受 講 料：事前申込（１／２３までにお振込の方）
Ⓐ １０，０００円（当日１５，０００円） Ⓑ ３，０００円（当日５，０００円）

※振込手数料は各自でご負担下さい。なお、お振込みいただいた受講料は
原則としてお返しいたしません。ただし、代理人の出席を認めます。

４．申込・振込締切：平成２７年１月２３日（金）
５．そ の 他：❶ ランチョンセミナー参加者に限り軽食を用意しております。ランチョ

ンセミナーは事前申し込みとなっております。
（他、昼食会場は１３１講堂を御利用下さい。）

❷ 日本歯科医師会生涯研修事業に認定されております。
研修カード（ICカード）をご持参下さい。

６．振 込 先：みずほ銀行 九段支店 口座番号（普）２２８２９４７
日本歯科大学校友会学術フォーラム

７．申込・問合せ先：〒１０２－８１５９ 東京都千代田区富士見１－９－２０ 日本歯科大学校友会
TEL ０３－３２６１－８９７１／FAX ０３－３２６４－８７４５

講 演 ・ テーブルクリニック（TC）

本館３階 本館７階

講 演 時 間 １３１講堂 １３２講堂 １３５講堂 臨床実習室

９：４５～１１：２５ 講演１ 松野 智宣 TC１ 原 節宏 ― TC２ 竹井 潤

１１：２５～１１：４０ 休 憩

１１：４０～１２：４０ ― ― ランチョンセミナー
小川信太郎 ―

１２：４０～１２：５５ 休 憩

１２：５５～１４：３５ 講演２ 丸茂 義二 講演４ 加藤 雄一 ― TC３ 水谷 太尊

１４：３５～１４：５０ 休 憩

１４：５０～１６：３０ 講演３ 大山 晃弘 講演５ 北村 和夫 ― TC４ 楊 秀慶

９：３０～１７：００ ミニデンタルショー〔場所：３F １３３講堂・１３４講堂〕
※会場案内図は当日配布致します。

●タイムスケジュール【開催日：平成２７年２月１５日（日）】


